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青
少
年
の
主
張

遠
賀
町
大
会

開
か
れ
る

九
月
一
日
（
日
）

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
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国勢調査にご協力を

10月1日全国いっせいに行われます

国勢調査のお問い合わせは、遠賀町役場企画調理課企画調整係　㊨（293）1234へどうぞ。

今
回
的
蓋
の
対
象
は
約
一
億
二
千
百
万
人
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す

来
る
十
月
一
日
に
は
、
国
勢
調
査
　
な
り
ま
す
。
今
回
の
調
査
で
は
、
全

が
全
国
で
い
っ
せ
い
に
行
あ
れ
ま
す
。
国
で
約
一
億
二
千
百
万
人
、
約
三
千

国
勢
調
査
は
大
正
九
年
に
第
一
回
の
　
八
百
万
世
稿
が
対
象
と
な
る
と
見
込

調
査
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
五
年
ご
∴
ま
れ
で
い
ま
す
。

と
に
行
お
れ
今
回
は
十
四
回
目
に
当

九
月
下
旬
か
ら
国
勢
調
査
貝
が
お
伺
い
し
ま
す

あ
り
の
ま
ま
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
の
だ
め
　
な
ど
を
示
し
た
「
国
勢
調
査
に
つ
い

に
、
国
勢
調
査
貝
が
九
月
下
旬
か
ら
　
で
の
お
願
い
」
を
一
緒
に
お
配
り
し

皆
様
の
お
宅
に
お
伺
い
し
ま
す
。
そ
∴
∴
ま
す
。

の
際
に
調
査
票
と
と
も
に
記
入
方
法

国
勢
調
査
の
調
査
票
は
統
計
を
作
　
容
を
他
に
洩
ら
し
た
り
す
る
こ
と
を

る
日
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
決
　
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
調
査
員
　
安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま
を
記
入
し
て

を
は
じ
め
調
査
関
係
者
は
、
統
計
法
　
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
調
査
票
の
内

調
査
票
は
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
に
な
っ
て
い
ま
す

国
勢
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
統
計
は
行
政
施
策
の

調
査
票
は
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式

と
い
っ
て
調
査
票
に
印
刷
さ
れ
章
二

ミ
リ
×
四
ミ
リ
の
枠
（
口
）
内
に
黒

鉛
筆
で
目
の
よ
う
に
横
線
を
太
く
、

濃
く
記
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
記
入
方
法
や
記
入
に

当
た
っ
て
の
注
意
を
「
国
勢
調
査
に

つ
い
て
の
お
願
い
」
　
に
示
し
で
あ
り

ま
す
の
で
調
査
票
を
記
入
す
る
前
に

よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国

勢
調
査
に
つ
い
て
の
疑
問
、
お
問
い

合
わ
せ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
調
査
員

ま
た
は
市
区
町
村
役
均
等
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す

国
勢
調
査
に
よ
っ
で
、
わ
が
国
全

体
の
人
口
が
正
確
に
把
握
さ
れ
る
ほ

か
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
ご
と
の

人
口
、
あ
る
い
は
男
女
別
、
年
齢
別
、

産
業
別
な
ど
の
人
口
構
成
も
明
ら
か

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
急
ピ
ッ
チ

で
進
行
す
る
わ
が
国
の
高
齢
化
社
会

の
実
態
、
母
子
世
措
、
昼
間
の
人
口

お
よ
び
世
借
の
状
況
の
把
握
な
ど
に

も
重
点
が
置
か
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

現
在
わ
が
国
が
抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
的
確
に
と
ら
え
ろ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
調
査
の

結
果
は
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体

の
行
政
施
策
の
重
要
な
資
料
と
な
り

ま
す
。
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続
遠
賀
町
文
学
散
歩

西
川
を
遡
る
　
（
Ⅵ
）

島
津
の
手
前
か
ら
若
松
附
近
は
、
政
経
な

地
形
で
、
西
川
を
痛
心
に
し
て
多
く
の
用
が

三
万
両
か
ら
集
ま
っ
て
、
最
後
は
一
つ
の
流

れ
と
な
り
、
遠
賀
川
の
河
口
祇
園
崎
に
集
ま

っ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
を
歩
い
て
み
る
と

い
わ
ゆ
る
「
用
と
こ
ろ
」
と
呼
び
た
い
気
に

な
る
。
「
高
瀬
日
記
」
か
ら
、
こ
こ
の
と
こ

ろ
を
拾
っ
て
み
る
と

－
こ
こ
を
き
し
の
ぼ
り
て
、
ま
た
三
筋
に

な
か
る
る
用
あ
り
。
先
島
津
よ
り
南
に
あ
た

り
て
広
漉
村
あ
り
。
こ
の
村
よ
り
塊
に
そ
ひ

て
な
か
る
る
は
よ
し
は
ら
川
と
い
ふ
。
そ
の

右
に
流
る
る
は
別
府
村
の
内
な
る
花
園
の
前

よ
り
木
守
村
の
西
を
め
ぐ
り
て
、
此
若
松
村

に
い
つ
。
是
を
西
川
と
い
ふ
。
今
ひ
と
つ
は

花
園
の
前
よ
り
わ
か
れ
て
木
守
村
の
由
を
流

れ
て
千
関
川
と
な
り
て
こ
こ
に
い
つ
。
こ
の

三
筋
の
用
箸
に
ひ
と
っ
に
な
り
て
、
島
津
村

の
的
に
い
た
る
。
－

こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。
高
瀬
日
記
は
、
天

保
十
五
年
に
奮
か
れ
た
も
の
で
、
現
在
の
用

と
少
し
変
っ
て
い
る
が
、
こ
の
あ
た
り
は
、

用
と
こ
ろ
で
低
い
土
地
だ
っ
た
の
で
、
明
治

四
十
年
の
遠
賀
川
大
改
修
の
時
も
大
変
難
工

事
だ
っ
た
こ
と
を
読
ん
だ
霞
が
あ
る
。

二
つ
の
道
管
橋
の
、
中
の
土
手
を
歩
い
て

上
流
に
調
う
二
面
に
緑
の
田
圃
で
、
は
る

か
に
右
手
は
鷲
ケ
岳
、
孔
大
寺
山
、
湯
川
山

が
見
え
、
夏
の
積
乱
雲
が
美
し
く
か
が
や
い

て
い
る
。

数
毎
鮒
ま
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
景
物
と

し
て
、
送
稿
線
が
左
右
に
走
っ
て
い
る
こ
と

と
眼
前
に
は
多
く
の
新
し
い
家
並
が
で
き
た

こ
と
で
、
は
け
し
く
変
わ
る
村
か
ら
町
へ
の

姿
が
あ
っ
た
。

や
が
て
松
の
木
に
入
る
。
今
は
島
門
橘
と

い
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
少
し
下
流
の
、

旧
県
道
に
、
普
「
六
十
歩
の
播
」
と
呼
ば
れ

る
志
が
あ
っ
た
こ
と
も
「
高
瀬
日
記
」
に

範
さ
れ
て
い
る
。

▽
▽
思
い
出
の
夏
ま
　
つ
　
り
△
△

ァ

ィ

デ

ア

い

楽

　

し

　

さ

っ
　
ぱ
　
い

〝
イ
　
カ
　
ダ
競
争
〟
盛
大
に
　
開
か
　
れ
　
る

○
…
八
月
十
八
日
、
遠
賀
川
河
川
敷
特
設
会
甥
で
、
第
二
回
遠
賀
町
水
上
カ
ー
三
：
0

0
…
パ
ル
．
イ
カ
ダ
澱
争
．
が
胸
筋
ざ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
町
内
外
か
ら
六
十
…
0

0
…
九
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
力
と
技
、
そ
し
て
ア
イ
デ
ア
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
…
○

今
の
馬
門
橋
は
新
し
い
県
通
に
架
け
ら
れ

て
い
て
、
広
波
か
ら
岡
垣
へ
通
す
る
道
に
は

自
動
車
の
往
き
来
が
頻
繁
で
、
こ
ん
な
景
色

を
よ
ろ
こ
ぶ
わ
け
で
も
な
い
の
で
あ
る
が
、

こ
の
変
わ
り
よ
う
を
「
高
瀬
日
記
」
の
船
客

に
見
せ
た
い
気
が
す
る
。

橋
の
下
で
二
、
三
人
の
ヱ
i
伐
ち
が
釣
り
糸

を
垂
れ
て
い
た
。
こ
の
用
は
む
か
し
か
ら
い

ろ
い
ろ
の
魚
が
釣
れ
た
の
だ
が
、
二
日
に
二

回
潮
の
動
き
に
つ
れ
て
遡
っ
て
く
る
セ
イ

ゴ
、
キ
ス
ゴ
、
ハ
ゼ
な
ど
の
海
の
魚
。
ひ
き

潮
の
と
き
は
上
流
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
流
れ
こ

ん
だ
支
流
が
あ
り
、
鯉
、
鮒
、
う
な
ぎ
な
ど

の
淡
水
魚
は
好
ん
で
川
を
下
り
、
ま
た
あ
け

潮
に
乗
っ
て
上
流
へ
戻
る
。

上
流
を
眺
め
る
と
、
と
こ
ろ
と
こ
ろ
に
釣

り
人
の
姿
が
見
え
る
。
（
　
片
山
花
街
史
）

○
区
対
抗
戦

優
勝
　
上
別
府
号
（
上
別
府
）

準
優
勝
今
昔
頚
艇
（
今
古
賀
）

三
　
位
　
由
央
区
丸
（
由
夫
）

四
　
位
　
山
笠
2
暗
号
（
老
良
）

克
　
位
　
別
府
ち
（
別
府
）

○
オ
ー
プ
ン
戦

〔競争部門〕

擾
勝
　
消
防
艇
パ
ー
ト
Ⅱ
（
宗
像
市
）

準
優
勝
　
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
（
小
倉

北区）

三
　
位
　
キ
ン
肉
マ
ン
1
号
（
八
幡
西
区
）

四
　
位
　
レ
ス
キ
ュ
ー
（
宗
像
市
）

五
　
位
　
ラ
イ
オ
ン
ズ
（
遠
賀
町
）

〔
ア
イ
デ
ア
部
門
〕

優
　
勝
　
ハ
ワ
イ
移
民
百
年
祭
号
（
英
）

準
優
勝
　
宝
船
（
旧
僧
）

三
　
位
　
山
笠
1
暗
号
（
老
良
）
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イ
ン
デ
ィ

ア
カ
教
室
を
開
き
ま
す

老
若
男
女
を
問

わ
ず
、
気
軽
に
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
最
近
人
気
の

雪
イ
ン
デ
ィ
ア
　
①

カ
。
こ
の
イ
ン
チ

ィ
ア
カ
の
教
室
を

開
き
ま
す
の
で
、

多
数
ご
参
加
く
だ

さい。
▽
日
　
時
　
9
月
2
5
日
（
水
）
2
8
日
（
土
）

1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
5
0
分

▽
場
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
主
　
催
　
教
彙
賓
会

▽
主
　
管
　
遠
賀
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

▽
対
　
象
　
成
人
男
女

▽
受
離
料
無
料

▽
準
備
す
る
物
　
餐
穂
道
具
と
運
動
の
で
き

る
服
装

▽
申
込
締
切
　
9
月
2
1
日
（
土
）
ま
で

▽
申
込
先
　
社
会
馨
諌
体
育
係
（
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
肉
）
　
秘
（
2

9
3
）
5
4
3
4

戦

没

者

等

の

遺

族

に

対

す

る

特

別

弔

慰

金

支

給

法

の

一

部

改

正

に

　

つ

　

い

て

終
戦
四
十
周
年
に
当
た
り
、
昭
和
六
十
毎
　
年
償
還
の
記
名
国
債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

四
月
一
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
町
役
場

金
等
の
受
給
者
の
い
な
い
戦
没
者
等
の
遺
族
　
福
祉
課
福
祉
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

に
対
し
特
別
弔
慰
金
（
額
面
三
十
万
円
、
十

歴
史
散
歩
の
お
誘
い

－
遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会
－

遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会
で
は
、
秋
の
歴

史
散
歩
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
会
員
以
外
の

方
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
9
月
2
2
日
（
日
）

遠
賀
川
駅
9
時
集
合

▽
行
先
　
宗
像
大
社
、
宝
物
殿
、
領
国
寺

▽
そ
の
他
　
運
賃
、
昼
食
は
各
自
負
担

第
3
回
芦
屋

ピ
ッ
ク
カ
ー
ニ
バ
ル

▽
日
　
時
　
9
月
2
9
日
（
日
）

9
時
～

▽
勘
　
所
　
芦
屋
ポ
ー
ト
レ
ー
ス
場

▽
入
　
場
無
料

▽
催
し
物
・
柏
原
芳
恩
シ
ョ
ー

∴
ジ
ャ
ス
ピ
オ
ン
シ
ョ
ー

・
陶
器
市
（
有
田
面
送
）

・
植
木
市
（
田
主
丸
か
ら
）

・
野
菜
、
果
物
即
売
会

。
第
1
回
九
州
地
O
S
P
グ
ラ

ン
プ
リ

・
お
楽
し
み
抽
選
会

o
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
（
表
駐
車

場
で
高
校
生
以
上
、
ペ
ア
で

ハ
ワ
イ
旅
行
招
待
）

▽
開
合
先
　
芦
屋
ポ
ー
ト
レ
ー
ス
場
∴
㊧
（

2
2
3
）
0
5
8
1

県
民
体
育
大
会

水
泳
大
会
の
結
果

八
月
十
八
日
、
北
九
州
市
立
挑
園
市
民
フ

ー
ル
で
、
三
士
巾
郡
、
約
九
百
人
が
参
加
し

て
、
第
二
十
八
回
福
岡
県
民
体
育
大
会
夏
期

水
泳
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
五
人
が
聾
丁
と
し
て
参
加
、

次
の
三
名
は
見
郵
入
賞
を
果
し
ま
し
た
。

昭
和
0
0
年
度

危
険
物
頗
級
作
業
の

保
安
に
関
す
る
講
習

▽
受
請
義
務
者
　
現
に
、
危
揚
取
扱
い
作

業
に
従
軍
し
免
状
の
交
付
、
ま
た
は
受
請

し
て
か
ら
四
年
を
経
過
し
て
い
る
者

▽
講
習
日
時
　
m
月
1
5
日
、
1
6
日
、
2
3
日
、

2
4
日
、
m
時
～
⊥
6
時

▽
慧
馬
所
　
戸
畑
市
民
会
館

▽
受
付
日
と
場
所
　
9
月
1
7
日
、
1
8
日
　
北

九
州
市
消
防
局

詳
細
に
つ
い
て
は
、
郡
消
防
本
部
予
防
課

予
防
係
　
詣
（
2
9
3
）
ュ
2
3
1
へ
。

郡
内
火
災
・
救
急
件
数

（
一
月
か
ら
七
月
末
ま
で
）

山
浦
　
忍
（
上
別
府
）
　
五
十
㍍
背
泳

一位

山
崎
　
晴
男
（
松
ノ
本
）
　
五
十
㍍
自
由

形
　
二
位

宮
原
征
四
郎
（
別
府
）
　
五
十
㍍
平
泳

三
位



第370号

季節はずれの“ビワ”

暑さの続く8月の末、別府でビワの実を
見つけました。大きさはやや小ぶりで、ミ
ニトマトくらい。夏の太陽の恵みをいっぱ

いに受けて輝くこの季節はずれの4粒のビ
ワの実、味のほどは甘さといい香りといい
旬のもの以上でした。

8月25日、残暑の中18チームが参加して、壮年ソ

フトボール競技が総合運動公園グラウンドで行われ
た。結果は、上別府チームが優勝、東和苑チームが
準優勝しました。

l

躍鞄
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新木厚東　今∴通草　老干上　別虫　鬼実演若　松広
和　古賀　　　代別　　生　　　　　　ノ

町寺崎苑賀lii央　良　丸府府津津蓉　木松　本波

。小物・一〇茫番盲

＄史SJ・単hen，べ

黒むSiSNモー遅　く連日強請〉

9月23日（月）…鞍手町制施行30周年記念行事として花火大会があります。

打上げ時間は20時～21時30分。

断固心
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第
6
回
筑
豊
少
女

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

福
岡
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
北
部

地
区
主
催
に
よ
る
、
朝
日
新
聞
祝
杯
争
馨
第

六
回
銃
撃
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
大
会
は
、
開
会
式
を
遠
賀
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
で
行
う
な
ど
、
遠
賀
町
を
主
会
場

に
郡
内
五
会
場
で
開
か
れ
、
遠
賀
町
か
ら
も

六
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
9
月
1
5
日
（
日
）

8
時
5
0
分
－

▽
場
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、
遠
賀

霜
由
学
校
の
他
、
郡
内
五
カ
所

▽
出
場
チ
ー
ム
　
浅
木
ジ
三
一
ア
～
添
木
レ

ッ
ド
フ
ァ
イ
ブ
、
浅
木
リ
ト
ル

ア
タ
ッ
カ
ー
ズ
、
鬼
門
少
女
、

中
央
、
広
漠
の
遠
賀
町
チ
ー
ム

な
ど
県
内
三
十
六
チ
ー
ム

浅
木
小
チ
ー
ム

ま
た
も
優
勝
／

－
N
H
K
杯
争
奪
福
岡
県

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
－

八
月
十
八
日
、
八
幡
東
体
育
館
を
主
会
場

に
、
N
H
K
杯
争
奪
福
岡
県
少
女
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
県
内
各
地
か
ら
四
十
一
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
出
場
し
た
浅
木
小
学
校
チ
ー

ム
は
、
五
年
生
が
見
蒋
優
勝
、
六
毎
生
チ
ー

ム
も
ペ
ス
ト
8
に
入
り
ま
し
た
。

出
題
　
本
因
坊
　
武
官
　
正
樹

意
先
　
生
き
・
1
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
　
　
1
宇
目
が
範
要
、
格

言
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
難

問
で
す
よ
。

5
分
で
ー
級
、
1
分
以
内
む
ら
3

段
以
上
。

出
髄
　
八
段
　
北
村
　
昌
男

●
ヒ
ン
ト
　
三
千
日
が
む
ず
か
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

用
命
で
4
綴
、
4
分
で
初
段
。

欝
的
　
全
会
桂

一
三
　
四
　
五
　
六
　
七
　
八
　
九

第
3
回
遠
賀
n
E
鯖
苗
大
会

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
結
果

躍
（
講
鵜
慕
同
義
）
　
N
瞳
森
．
∞
日
出
．
－

川
砂
．
団
出
．
∽
－
寄
寓
ノ
回
ゆ
′
　
】
日

や
叫
べ
ヾ
出
回
叩
き
。

（
連
破
）
　
∞
置
味
や
回
昔
営
手
。
小
抄
出

義
一
い
め
巾
的
け
さ
が
誌
べ
′
　
チ
エ
し
〔
ト
一
日

試
み
〇
　
三
日
南
′
　
∞
日
出
S
h
小
高
a
S

≠
康
ま
ぶ
ー
）
船
中
ま
目
敏
葎
ゆ
諒
べ
亨
手

中
帝
－
）
○
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厭
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衛
丑
の
ペ
∴
＝
ジ

嬉
々
婦
相
談

◎
期
　
日
　
9
月
1
7
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時

▽
場
所
　
中
犬
公
民
館

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
内
　
容
　
調
理
実
習

家
族
計
画

▽
持
参
品
エ
プ
ロ
ン

▽
料
金
　
無
料

◎
期
　
日
　
9
月
2
4
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ

さい。

▽
場
　
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
持
参
晶
　
印
巽
母
子
手
帳
受
領
者
の
み
）

▽
内
　
容
新
生
児
の
扱
い
方
、
入
浴
指
導

母
子
手
帳
交
付

▽
料
金
　
無
料

㊦
⑨
⑦

予
防
接
種
申
込
み
方
法

予
防
接
種
日
の
一
週
間
制
か
ら
前
日
ま
で

に
印
鑑
を
持
参
の
上
、
屡
衛
生
係
の
窓
口

で
申
込
み
を
し
て
問
診
票
と
注
記
蕾
を
受
領

し
て
下
さ
い
。

ポ
　
リ
　
オ
　
生
　
ワ
　
ク

▽
期
　
日
　
9
月
1
8
日
（
水
）

▽
時
　
間
受
付
　
ュ
3
時
如
分
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
5
0
分
～

▽
助
　
所
　
英
公
民
館

▽
対
象
者
一
重
（
カ
月
－
一
賎
八
カ
月
児

▽
内
　
容
　
保
健
指
導
、
身
体
測
定

診
察
（
内
科
、
歯
科
）

▽
馨
品
　
母
子
手
帳
、
検
診
票

⑦
⑧
㊦

三
　
種
　
混
　
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、

破
傷
風
）

▽
接
種
日
　
1
0
月
4
日
（
金
）

n
月
1
日
（
金
）

n
月
針
目
（
水
）

1
2
月
1
7
日
（
火
）

▽
時
　
間
受
付
　
1
3
時
1
0
分
－
1
4
時

接
謡
　
1
3
時
0
0
分
～

▽
場
　
所
　
英
公
民
館

▽
対
象
者

。
第
一
期
　
生
後
2
4
－
4
8
カ
月
の
幼
児

。
第
二
期
　
第
一
期
終
了
後
1
2
－
1
8
カ
月

経
過
の
幼
児

▽
殻
種
方
法

・
第
一
期
　
四
回
の
肉
い
ず
れ
か
三
回
接

種

。
第
二
期
第
一
期
終
了
後
1
2
～
1
8
カ
月

経
過
後
一
回
接
題

▽
そ
の
他
　
生
後
4
8
カ
月
以
上
の
幼
児
は
二

淫
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷

風
）
で
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り

ます。

▽
持
牽
品
∴
母
子
手
帳
、
問
診
票

一

般

健

康

診

査

実

施

中

▽
期
　
日
　
9
月
2
6
日
（
木
）

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
内
　
容

▽
持
参
品

▽
料
金

受
付
　
1
3
時
ュ
0
分
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
5
0
分
～

英
公
民
館

生
後
1
3
カ
月
ま
で
の
乳
幼
児

診
察
、
身
体
測
定

保
健
指
導

母
子
手
帳

無
料

▽
持
参
晶

▽
注
　
憲

m
月
2
日
（
水
）

受
付
　
1
3
時
的
分
～
1
4
時

投
与
　
1
3
時
5
0
分
－

英
公
民
館

生
後
3
カ
月
～
館
カ
月
未
満
の

乳
幼
児

生
後
3
カ
月
～
4
8
カ
月
（
な
る

べ
く
生
後
3
カ
月
～
1
8
カ
月
）

の
問
に
六
週
間
以
上
の
間
隔
を

お
い
て
二
回
授
与

母
子
手
頓
、
問
診
票

ポ
リ
オ
毀
与
を
受
け
た
場
合
は

1
0
月
4
日
の
三
請
混
合
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

詳
細
に
つ
い
て
は
八
月
二
十
五
日
号
を
こ
斑
く
だ
さ
い
。
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子
宮
ガ
ン
の
あ
ら
ま
し
　
の

折
尾
田
中
産
婦
人
科
誌
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

前
回
は
子
宮
ガ
ン
の
優
れ
た
発

見
法
を
伺
い
女
性
に
と
っ
て
は
心

強
い
限
り
で
す
が
、
検
診
を
受
け

る
人
は
多
く
な
っ
て
い
ま
す
か
。

こ
の
点
に
つ
き
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

検
診
の
対
象
人
員
千
人
に
対
し
、
百
人
が

受
診
し
た
と
す
る
と
受
診
率
一
〇
〇
と
言
い

ま
す
。
こ
れ
が
全
国
平
均
で
す
。

福
岡
県
は
全
国
で
も
か
な
り
子
宮
ガ
ン
の

多
い
県
で
、
昭
和
五
十
九
毎
全
国
市
町
村
別

饗
マ
ッ
プ
数
値
表
に
よ
る
と
、
受
診
率
は

約
二
四
で
す
。
日
本
で
初
め
て
集
団
検
診

が
実
施
さ
れ
た
宮
城
県
は
受
診
撃
三
九
で

一
番
良
い
の
は
福
島
県
の
二
四
四
で
す
。
も

し
、
各
県
と
も
受
診
率
三
〇
〇
に
達
し
た
ら

孟
ロ
ガ
ン
の
治
癒
率
は
目
に
見
え
て
良
く
な

る
で
し
ょ
う
。

繰
ろ
い
ろ
な
〝
注
恵
信
号
〟
を
出
し
ま

す
。
電
話
す
る
人
は
ほ
ん
の
ち
ょ
っ

の
体
の
各
部
分
に
出
て
く
る
症
状
の

変
化
を
見
落
と
さ
な
い
こ
と
で
す
。

主
な
症
状
の
見
方
は
イ
ラ
ス
ト
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。
同
時
に
、
病
人

の
話
し
方
や
表
情
、
機
嫌
な
ど
心
理

面
の
変
化
を
よ
く
観
察
し
て
お
く
こ

と
も
大
切
で
す
。

も
し
、
〟
観
察
ポ
イ
ン
ト
〟
に
変
化

が
見
ら
れ
た
ら
、
た
と
え
ご
く
些
細

な
こ
と
で
も
メ
モ
を
し
て
医
師
に
報

告
し
て
く
だ
さ
い
。

看
護
日
誌
で

症
状
を
チ
ェ
ッ
ク

⑪
人
畜
共
通

感

染

症

と

は

と
し
だ
こ
と
で
も
、

注
意
深
く
観
察
し
　
○
病
状
の
観
察
園

磐
の
ボ
イ
ン
　
些
細
な
こ
と
で
も
メ
モ
を
と
る

ト
は
、
ま
ず
病
人

二
、
三
日
渡
こ
む
程
度
の
軽
い
も

の
は
と
も
か
く
、
病
気
が
長
び
く
よ

う
な
場
合
は
、
看
護
日
誌
用
の
ノ
ー

ト
を
用
意
し
ま
す
。
そ
し
て
体
温
、

食
事
の
回
教
や
食
欲
の
有
無
、
便
・

尿
の
回
数
や
色
の
変
化
な
ど
を
記
録

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
医
師
の
指
示

が
あ
れ
ば
忘
れ
ず
書
き
こ
ん
で
お
く

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
「
吐
き
気
が
ず
ら
し
と
か
、

「
頭
痛
が
ず
ら
し
な
ど
と
い
っ
た
病

人
自
身
の
訴
え
も
、
忘
れ
ず
に
記
録

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

イ
ヌ
や
ネ
コ
、
馬
な

ど
、
家
庭
で
飼
っ
て
い

る
ペ
ッ
ト
か
ら
人
に
感

染
す
る
人
畜
共
通
感
染

症
が
、
最
近
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

馬
の
病
気
で
代
表
的
な
も
の
は
、
オ
ウ
ム

病
。
セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ
、
ジ
ュ
ウ
シ
マ
ツ
、

プ
ン
チ
ョ
ウ
な
ど
の
小
鴨
に
起
こ
り
、
こ
の

病
気
に
か
か
っ
た
小
鳥
は
下
痢
症
状
を
起
こ

し
て
数
日
で
死
に
ま
す
。
人
間
は
、
病
鍋
の

小
鳥
の
排
せ
つ
物
な
ど
か
ら
飛
び
散
っ
た
病

原
体
を
吸
入
し
た
り
、
馬
か
こ
や
羽
毛
に
ぎ

わ
る
こ
と
で
感
染
し
、
発
熱
、
頭
稲
、
せ
き

な
ど
、
肺
炎
の
よ
う
な
症
状
を
起
こ
し
ま

す。
イ
ヌ
、
特
に
子
イ
ヌ
に
は
、
ほ
と
ん
ど
一

〇
〇
劣
イ
ヌ
回
虫
が
い
ま
す
。
虫
卵
は
子
イ

ヌ
を
抱
い
た
手
指
か
ら
口
を
経
て
体
内
に
入

り
、
感
染
す
る
の
は
王
に
幼
児
で
す
。
症
状

は
、
腹
稲
、
白
血
球
増
加
な
ど
で
す
が
、
と

き
に
は
脳
や
目
に
幼
虫
が
侵
入
し
失
明
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
が
イ
ヌ
と
遊
ん

だ
あ
と
は
必
ず
手
を
洗
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

ネ
コ
に
付
い
て
い
る
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
に

は
、
妊
婦
は
要
注
憩
で
す
。
感
染
す
る
と
流

産
や
死
産
を
起
こ
し
た
り
、
障
害
名
も
つ
子

と
も
を
的
産
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
妊
娠

中
は
、
ネ
コ
に
近
づ
か
な
い
ほ
う
が
賢
明
で

し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
（
つ
つ
く
）
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家庭教育学級19：30－　国民可社会教育係南緯籠l 
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i 

諸　大　学110：00－1中央公民年会教育係厚薄予定　（ 

20 �金 i �訟　9：00－10：00西町公民館　保鯛生係 ����滴40歳以上の人 �8月25日号 

一般健康∴診査i読0－11：30芙蓉案内所 

愛　の　敵　中00－16：00 ��護憲引福祉係 ��嶽熊翻籠i 

福祉講座⑧巨0－16車軸館巨祉係中生 ����� 

21 �土 �一　枝　低　廉　診　査 �9：00－11：00両憲直観係 ���満40靴の人18月25日 

24 �火 �妊　婦　相　談19：30－ ��役醜室匡衛生係l母子手帳交付妊輔車ジ 

信。翫同相車：00－16：00匡別館巨祉係南離籍金納o �����i 

25 �水 �一触健康診盃函＝鵠 ��一新町公民館l網生係車靴の人　中5日号 

25 I l �水 （ 火 �叢り誓莞予粥申0－17‥0厘難匡衛生係匡鯵のこと　幸一ジ 

26 �木 �0　韻　児　検　診 � �中央公民館匡衛生係 ��　　　） 生後13カ月までの乳幼児仁ベ－ジ 

27 �金 �＿　執　　9：00－11：00 ��旧停公民館　保健衛生係　瀞0裁以上の人　　　8月25日号 

般健康移査i諭0－15：30老良公民館 ���� 

園芸教室⑥19：30一　世公瑚巨会輔係匡擬了予定l 

福祉講座②中一16車軸館巨祉係 ����受難∴∴！ 
27 （ 3 �金 （ 木 �譜等瞥話中0－17：00麿警衛直観係匡鯵のこと　幸一ジ 

28 �土 �一簸i錐∴康診串；批；88 ��公民国保醒係車載以上の人　中5日号 

29 �日 �藩恕叢欝体育祭 �9：00－　車軸学務∴係 ���！ 

30 �月 �訟　　9：00－11：00松　ノ　木 ���僅衝　係　　浦40歳以上の人　　　　　8月25日巳 

一般健康膠査13：00－15：30公民館　保　生、 ����ii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巧 

少年椴大会申込緋1－17両響引体育係南朝13日（日）1 


